廃油回収に関わる法制度の問題
１）大阪市、大阪府へのヒアリング

□大阪市環境局事業部廃棄物規制担当係長　安達徹洋氏

同産業廃棄物規制担当藤原将弘氏、宮西亜伊子氏（０９年７月２日【面談】）
□大阪府環境農林水産部環境社会推進室産業廃棄物指導課（０９年７月７日【面談】）

処理・処分指導グループ主査　山本陽介氏、副主査　伊藤耕志氏
*当方の参加者：上田敏幸、小平智子、森井隆二（大阪府のみ）
· 現状「廃油」の処分は、①廃棄物として収集され、処分されているもの②有価物として商取引の対象となっているものが存在する。現在、あおぞら財団が家庭から集めた「廃食油」は、有価物としてレボインターナショナルが買い取っている。（②を摘要）
· 廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃掃法）の下で、「廃食油」は廃棄物（家庭起源のものは一般廃棄物、事業所起源のものは産業廃棄物）として扱われ、その収集、移動、保管、一時留置、処分等は、規制の対象となっている。
· 環境省は廃掃法の運用にあたり、「有価物と称し、法の規制を免れようとする事案があとを絶たない」として、判断基準を示している。（環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部産業廃棄物課長「行政処分の指針について」平成１７年８月１２日）
· 現行の廃棄物行政から見れば、「廃食油」は「廃棄物」となり、行政機関としては、その収集・保管・処分は、「規制の対象」となる。

２）各地の取組（電話でのヒアリングより）
□名古屋、菜の花プロジェクト

· 名古屋では集めた人へプレゼント（せっけん）を渡すことで有価物にしている。
· 長野県で行われている菜の花プロジェクトは、取りに行く手間賃をなくすことで有価物にしている。
□池田市

· 学校を介して廃油を収集している。
· 持ってきてくれた人へお金は払っていない。

· 大口油脂に引き取り。引き取りで支払われた分は、市の雑費に。
□伊丹市
· 集める場所は、公共施設や学校などだが、自治会でも集めている。集めた油は市の施設でＢＤＦに精製し、公用車に用いている。
· 資源として集めているので特に持ってきてくれた人に何かを渡しているわけではない。（有価物としていない。）
· 産業廃棄物は、集めていない。
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３）廃食油回収は可能か？

1. 「廃食油」が有用な資源として活用される。

2. 「廃食油」の再生で生まれるＢＤＦの供給先が決まっている。

3. 「廃食油」を収集・管理、廃油回収業者に引き渡す主体がある。

　＊１～３に共感する市民が、地域、職場、学校等を単位に拠点をつくる。

　＊拠点を業者（レボインターナショナル）が指定した日時に有価物として引き取る。

　＊地域の豆腐店など事業者の協力を得る場合は、現状の廃油の処理が、どのように行われているのかを把握した上で、事業者と良く協議した上で無理のない範囲で協力してもらう。（民業圧迫や廃棄物処理業者の反発を受けないよう配慮する）

· ４）今後の課題
· 現行の廃棄物行政は、市民が廃油（廃棄物）を回収してBDF（有用物）を作ることを想定しておらず、「規制」を主とし、再生・リサイクルは従、つまり添え物でしかない。

· 一方、BDFの普及・活用は温暖化防止対策の重要な柱として国、自治体、企業、NPOも加わって事業化が各地で展開されており、菜の花プロジェクトなどの市民参加型の取り組みも広がりを見せている。

· 縦割り行政の弊害でもあるが、嘆いていても仕方がないので、「やれることを工夫してやる」→市民の参加と運動を広げることで政策判断を迫る。行政へは情報をマメに伝える。
· 産業廃棄物は、廃棄物の処理業者の廃油をとることになってしまう可能性有。事業者への回収は見送った方が良い。
· 廃油業者の手伝いをしていると受け取られかねない。BDFとして利用されるレボインターナショナルへ回収をしてもらう理由（集めた油をバスに使う理由）を明確化する必要有。阪急バスやレボインターナショナルと調整、確認が必要？
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集めた廃油をBDF（バスの燃料）として再生したい理由


軽油を使うと、二酸化炭素は排出されます。植物由来のBDFを利用すると二酸化炭素排出量が0とカウントされます。（カーボンニュートラル）


バスにBDFが利用されることで、公共交通であるバスへの関心が高まります。バスを利用の推進につながります。


市民運動で活動を盛り上げることで、BDF利用バスの応援につながります。





市内の家庭や公共施設から排出される廃食用油約23,000リットル／年を市自らが回収・処理し、ごみ収集車等の燃料として活用。　1999年（平成11年）から体制を整備し取り組んでいる。市内８拠点施設、公共施設（29カ所）及び各自治会（118カ所）から出る廃食用油を無料で回収し、ＢＤＦに精製し、ごみ収集車、作業トラック計16台のディーゼル車にＢＤＦ100％で利用。（平成16年度）【HPより】








